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【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年6月23日(2014.6.23)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　真空ポンプを潤滑するための潤滑剤組成物の使用であって、前記潤滑剤組成物が、
　　（Ａ）少なくとも１つの（ペル）フルオロポリオキシアルキレン鎖（鎖ＲＦ）を含む
少なくとも１つの非官能性（ペル）フルオロポリエーテル油（非官能性ＰＦＰＥ油）と、
　（Ｂ）次式（Ｉ）または（ＩＩ）：
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【化１】

　を有する１つまたはそれ以上の環式部分を含み、前記環式部分が、１つまたはそれ以上
のリン原子に結合した、少なくとも１つの（ペル）フルオロポリオキシアルキレン鎖（鎖
Ｒ’Ｆ）を含む少なくとも１つの置換基を含む、少なくとも１つの環式ホスファゼン化合
物［化合物（Ｐ）］と、
　（Ｃ）少なくとも１つの（ペル）フルオロポリオキシアルキレン鎖（鎖Ｒ’Ｆ）と、少
なくとも１つの単環式芳香環を含む少なくとも１つの官能基とを含み、前記芳香環が、Ｎ
、ＯおよびＳから選択される１つまたはそれ以上のヘテロ原子を含むかまたは含まず、水
素原子とは異なる１つまたはそれ以上の置換基を含むかまたは含まない、化合物（Ｐ）と
は異なる少なくとも１つの官能性（ペル）フルオロポリエーテル誘導体（官能性ＰＦＰＥ
誘導体）と
　を含み、
　前記官能性ＰＦＰＥ誘導体が、次式（Ｖ）
Ｔ－（ＣＦＷ１）ｐ１－Ｏ－ＲＦ－（ＣＦＷ２）ｐ１’－Ｔ’（Ｖ）
（式中、
－ ＲＦは、（ペル）フルオロポリオキシアルキレン鎖（鎖Ｒ’Ｆ）であり、
－ ＴおよびＴ’は、互いに等しいか、または異なって、
ｉ）少なくとも１つの単環式芳香環を含む少なくとも１つのエーテル、チオエーテル、エ
ステルまたはアミン基を含む官能性末端基であって、前記芳香環が、Ｎ、ＯおよびＳから
選択される１つまたはそれ以上のヘテロ原子を含むかまたは含まず、水素原子とは異なる
１つまたはそれ以上の置換基をを含むかまたは含まない、官能性末端基、
ｉｉ）フッ素原子、塩素原子を含み、および、１つまたはそれ以上の塩素原子を含むかま
たは含まないＣ１～Ｃ３（ペル）フルオロアルキル基から選択される非官能性末端基
から選択されるが、ただし、ＴおよびＴ’の少なくとも１つは、上記で定義された官能性
末端基であり、
－ Ｗ１およびＷ２は、互いに等しいか、または異なって、独立して、フッ素原子または
－ＣＦ３基を表し、
－ ｐ１およびｐ１’は、互いに等しいか、または異なって、独立して、１～３に含まれ
る整数である）
に対応する、使用。
【請求項２】
　前記潤滑剤組成物中の前記非官能性ＰＦＰＥ油が、
（１）Ｔ１－Ｏ－（Ｃ２Ｆ４Ｏ）ｂ１’（ＣＦ２Ｏ）ｂ２’－Ｔ１’

（式中：
－ Ｔ１およびＴ１’は、互いに等しいか、または異なって、独立して、－ＣＦ３、－Ｃ

２Ｆ５および－Ｃ３Ｆ７基から選択され、
－ ｂ１’およびｂ２’は、互いに等しいか、または異なって、独立して、ｂ１’／ｂ２
’の比率が０．１～５に含まれ、そして（ｂ１’＋ｂ２’）の合計が５～２５０に含まれ
るような０以上の整数であり、ｂ１’およびｂ２’が両方とも０とは異なる場合、異なる
繰り返し単位が、前記ペルフルオロポリオキシアルキレン鎖に沿って一般に統計学的に分
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布している）
（２）Ｔ２－Ｏ－（ＣＦ２Ｏ）ｃ１’（ＣＦ２ＣＦ２Ｏ）ｃ２’（ＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２Ｏ
）ｃ３’（ＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２Ｏ）ｃ４’－Ｔ２’

（式中：
－ Ｔ２およびＴ２’は、互いに等しいか、または異なって、独立して、－ＣＦ３、－Ｃ

２Ｆ５、－Ｃ３Ｆ７、－Ｃ４Ｆ９、－ＣＦ２Ｃｌ、－ＣＦ２ＣＦ２Ｃｌ基から選択され、
－ ｃ１’、ｃ２’、ｃ３’およびｃ４’は、互いに等しいか、または異なって、独立し
て、数平均分子量が７００～１０００００に含まれるような０以上の整数であり、
－ ｃ２’／ｃ１’の比率は２～２０に含まれ、
－ （ｃ３’＋ｃ４’）／（ｃ１’＋ｃ２’＋ｃ３’＋ｃ４’）の比率は０．０５～０．
２に含まれ、
－ ｃ１’／（ｃ１’＋ｃ２’＋ｃ３’＋ｃ４’）の比率は０．０５～０．４に含まれ、
ｃ１’、ｃ２’、ｃ３’およびｃ４’の少なくとも２つが０とは異なる場合、異なる繰り
返し単位が、前記ペルフルオロポリオキシアルキレン鎖に沿って一般に統計学的に分布し
ている）
（３）Ｔ３－Ｏ－（ＣＦ２ＣＦ２Ｏ）ｄ’－Ｔ３’

（式中：
－ Ｔ３およびＴ３’は、互いに等しいか、または異なって、独立して、－Ｃ２Ｆ５およ
び－Ｃ３Ｆ７基から選択され、
－ ｄ’は、５～２５０に含まれる整数である）
（４）Ｔ１－Ｏ－（ＣＦ２ＣＦ２Ｃ（Ｈａｌ）２Ｏ）ｅ１’－（ＣＦ２ＣＦ２ＣＨ２Ｏ）

ｅ２’－（ＣＦ２ＣＦ２ＣＨ（Ｈａｌ）Ｏ）ｅ３’－Ｔ１’

（式中：
－ Ｔ１およびＴ１’は、互いに等しいか、または異なって、上記で定義されたものと同
じ意味を有し、
－ Ｈａｌは、それぞれ、等しいか、または異なって、フッ素および塩素原子から選択さ
れるハロゲンであり、
－ ｅ１’、ｅ２’およびｅ３’は、互いに等しいか、または異なって、独立して、（ｅ
１’＋ｅ２’＋ｅ３’）の合計が５～２５０に含まれるような０以上の整数であり、ｅ１
’、ｅ２’およびｅ３’の少なくとも２つが０とは異なる場合、異なる繰り返し単位が前
記（ペル）フルオロポリオキシアルキレン鎖に沿って一般に統計学的に分布している）
（５）Ｔ１－Ｏ－[ＣＦ（ＣＦ３）ＣＦ２Ｏ]ｆ１’（ＣＦＹＯ）ｆ２’－Ｔ１’

（式中：
－ Ｔ１およびＴ１’は、互いに等しいか、または異なって、上記で定義されたものと同
じ意味を有し、
－ Ｙは、それぞれ、等しいか、または異なって、フッ素原子または－ＣＦ３基から選択
され、
－ ｆ１’およびｆ２’は、互いに等しいか、または異なって、独立して、ｆ１’／ｆ２
’の比率が２０～１０００に含まれ、そして（ｆ１’＋ｆ２’）の合計が５～２５０に含
まれるような０以上の整数であり、ｆ１’およびｆ２’の両方が０とは異なる場合、異な
る繰り返し単位が、前記ペルフルオロポリオキシアルキレン鎖に沿って一般に統計学的に
分布している）
（６）Ｔ１－Ｏ－[ＣＦ（ＣＦ３）ＣＦ２Ｏ]ｇ１’（Ｃ２Ｆ４Ｏ）ｇ２’（ＣＦＹＯ）ｇ

３’－Ｔ１’

（式中：
－ Ｔ１およびＴ１’は、互いに等しいか、または異なって、上記で定義されたものと同
じ意味を有し、
－ Ｙは、それぞれ、等しいか、または異なって、上記で定義されたものと同じ意味を有
し、
－ ｇ１’、ｇ２’およびｇ３’は、互いに等しいか、または異なって、独立して、（ｇ
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１’＋ｇ２’＋ｇ３’）の合計が５～２５０に含まれるような０以上の整数であり、ｇ１
’、ｇ２’およびｇ３’の少なくとも２つが０とは異なる場合、異なる繰り返し単位が、
前記ペルフルオロポリオキシアルキレン鎖に沿って一般に統計学的に分布している）
（７）Ｃ３Ｆ７Ｏ－[ＣＦ（ＣＦ３）ＣＦ２Ｏ]ｈ’－Ｔ３

（式中：
－ Ｔ３は、上記で定義されたものと同じ意味を有し、
－ ｈ’は、５～２５０に含まれる整数である）
（８）{Ｃ３Ｆ７Ｏ－[ＣＦ（ＣＦ３）ＣＦ２Ｏ]ｉ’－ＣＦ（ＣＦ３）－}２
（式中：
－ ｉ’は、２～２５０に含まれる整数である）
（９）Ｒ１

ｆ－{Ｃ（ＣＦ３）２－Ｏ－[Ｃ（Ｒ２
ｆ）２]ｊ１’Ｃ（Ｒ２

ｆ）２－Ｏ}ｊ２

’－Ｒ１
ｆ

（式中：
－ Ｒ１

ｆは、それぞれ、等しいか、または異なって、Ｃ１～Ｃ６ペルフルオロアルキル
基であり、
－ Ｒ２

ｆは、それぞれ、等しいか、または異なって、フッ素原子およびＣ１～Ｃ６ペル
フルオロアルキル基から選択され、
－ ｊ１’は、１または２に等しく、
－ ｊ２’は、５～２５０に含まれる整数である）
から選択される請求項１に記載の使用。
【請求項３】
　２つ以上の非官能性ＰＦＰＥ油の混合物が前記潤滑剤組成物に使用される請求項１また
は２に記載の使用。
【請求項４】
　前記潤滑剤組成物中の前記環式ホスファゼン化合物［化合物（Ｐ）］が、次式（Ｉ－Ｂ
）または（ＩＩ－Ｂ）に対応する請求項１～３のいずれか一項に記載の使用。
【化２】

｛式中、
－ Ｒ’’ｆおよびＲ’’’ｆは、互いに等しいか、または異なって、独立して、
（ｉ）Ｙがフッ素原子または－ＣＦ３基である－ＣＦＹＯ－、
（ｉｉ）Ｙが上記で定義されたものと同じ意味を有する－ＣＦ２ＣＦＹＯ－、
（ｉｉｉ）－ＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２Ｏ－、
（ｉｖ）－ＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２ＣＦ２Ｏ－
から選択される１つまたはそれ以上の繰り返し単位を含む（ペル）フルオロポリオキシア
ルキレン鎖を表わし、
前記繰り返し単位は、前記（ペル）フルオロポリオキシアルキレン鎖に沿って一般に統計
学的に分布しており、
－ ＺおよびＺ’は、互いに等しいか、または異なって、独立して、式－Ｏ－Ｍ＋［式中
、Ｍは、水素、一価金属、および式－ＮＲ１Ｒ２Ｒ３Ｒ４（式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ

４のそれぞれは、独立して、水素原子、またはフッ素化されているかもしくはフッ素化さ
れていないＣ１～Ｃ１２炭化水素基である）を有するアンモニウム基から選択される］の
極性基、あるいは式－Ｏ－）２Ｍ’２＋（式中、Ｍ’は、二価金属である）の極性基を表
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わし、
－ ｎＺは、１～３に含まれる整数であり、
－ ｎＺ’は、１～４に含まれる整数であり、
－ ｎｆは、ｎＺ＋ｎｆが６に等しくなるような整数であり、
－ ｎｆ’は、ｎＺ’＋ｎｆ’が８に等しくなるような整数である｝
【請求項５】
　前記潤滑剤組成物中の前記環式ホスファゼン化合物［化合物（Ｐ）］が、次式（Ｉ－Ｂ
＊）または（ＩＩ－Ｂ＊）
【化３】

［式中、
－ Ｚ、Ｚ’、ｎｚ、ｎｚ’、ｎｆおよびｎｆ’は、請求項４で定義されたものと同じ意
味を有し、
－ Ｒ’’＊

ｆＯ－およびＲ’’’＊
ｆＯ－は、互いに等しいか、または異なって、式

Ｔ＊－Ｏ－（ＣＦ２ＣＦ２Ｏ）ｐ＊（ＣＦ２Ｏ）ｑ＊－ＣＦ２－ＣＨ２Ｏ（ＣＨ２ＣＨ２

Ｏ）ｓ＊－
（式中、
－ Ｔ＊は、－ＣＦ３、－ＣＦ２ＣＦ３および－ＣＦ２ＣＦ２ＣＦ３基から選択され、
－ ｐ＊およびｑ＊は、（ｐ＊＋ｑ＊）の合計が１～５０に含まれ、ｑ＊／ｐ＊の比率が
０．１～１０に含まれるような数であり、
－ ｓ＊は０～５に含まれる数である）
を有する（ペル）フルオロポリオキシアルキレン鎖を表わす］
に対応する請求項４に記載の使用。
【請求項６】
　前記潤滑剤組成物中の前記環式ホスファゼン化合物［化合物（Ｐ）］が、次式（ＩＩＩ
－Ｂ）または（ＩＩＩ－Ｂビス）
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【化４】

［式中、
－ ＭおよびＭ’は、請求項４で定義されたものと同じ意味を有し、Ｍは、Ｌｉ、Ｎａお
よびＫから選択されるアルカリ金属、または式－ＮＲ１Ｒ２Ｒ３Ｒ４（式中、Ｒ１、Ｒ２

、Ｒ３、Ｒ４のそれぞれは、独立して、水素原子またはＣ１～Ｃ１２炭化水素基である）
を有するアンモニウム基であり、そしてＭ’は、ＣａおよびＭｇから選択されるアルカリ
土類金属であり、
－ ｐ＊ｉ（ｉ＝１～５）およびｑ＊ｉ（ｉ＝１～５）のそれぞれは、独立して、（ｐ＊

ｉ＋ｑ＊ｉ）の合計が２～２５に含まれ、そしてｑ＊ｉ／ｐ＊ｉの比率が０．１～１０に
含まれるような０以上の整数である］
に対応する請求項４または５に記載の使用。
【請求項７】
　前記潤滑剤組成物中の前記官能性ＰＦＰＥ誘導体が、次式（ＶＩ）
Ｔ’’－ＣＦ２Ｏ（ＣＦ２ＣＦ２Ｏ）ｍ＊（ＣＦ２Ｏ）ｎ＊ＣＦ２－Ｔ’’’（ＶＩ）
｛式中、
－ Ｔ’’およびＴ’’’は、互いに等しいか、または異なって、
ｉ）式－ＣＨ２－Ａ－Ｙ、－ＣＨ（ＣＦ３）－Ａ－Ｙ、－ＣＨＷ’－Ｂ－（ＣＨ２ＣＨ２

Ｏ）ｍ’－Ｙおよび－ＣＯＯＹ［式中、
（ａ’）Ａは、酸素および硫黄原子から選択され、
（ｂ’）Ｂは、酸素原子、硫黄原子および－ＮＨ基から選択され、
（ｃ’）Ｗ’は、水素原子および－ＣＦ３基から選択され、
（ｄ’）ｍ’は、０～６に含まれる整数であり、
（ｅ’）Ｙは、水素原子とは異なる１つまたはそれ以上の置換基によって置換されている
かまたはされていない、フェニル基、ピリジン基、トリアジン基、ベンゾキサゾール基、
ベンゾチアゾール基およびベンゾピラジン基から選択される］を有するものから選択され
る官能性末端基、
ｉｉ）フッ素原子、塩素原子、－ＣＦ３基、－Ｃ２Ｆ５基および－（ＣＦ２）ｎＣｌ基（
式中、ｎは１～３に含まれる整数である）から選択される非官能性末端基
から選択されるが、ただし、Ｔ’’およびＴ’’’の少なくとも１つは、上記で定義され
た官能性末端基であり、
－ ｍ＊およびｎ＊は、前記官能性ＰＦＰＥ誘導体の数平均分子量が４００～１００００
に含まれ、ｍ＊／ｎ＊の比率が０．１～１０に含まれるような整数である｝
に対応する請求項６に記載の使用。
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【請求項８】
　前記潤滑剤組成物中の少なくとも１つの環式ホスファゼン化合物［化合物（Ｐ）］が、
前記非官能性ＰＦＰＥ油の重量に対して、０．３重量％～５重量％の範囲の量で含まれ、
そして化合物（Ｐ）とは異なる少なくとも１つの官能性ＰＦＰＥ誘導体が、前記非官能性
ＰＦＰＥ油の重量に対して、２重量％～６重量％の範囲の量で含まれる請求項１～７のい
ずれか一項に記載の使用。
【請求項９】
　（Ａ）少なくとも１つの（ペル）フルオロポリオキシアルキレン鎖（鎖ＲＦ）を含む少
なくとも１つの非官能性（ペル）フルオロポリエーテル油（非官能性ＰＦＰＥ油）と、
（Ｂ）次式（Ｉ）または（ＩＩ）：
【化５】

を有する１つまたはそれ以上の環式部分を含み、前記環式部分が、１つまたはそれ以上の
リン原子に結合した、少なくとも１つの（ペル）フルオロポリオキシアルキレン鎖（鎖Ｒ
’Ｆ）を含む少なくとも１つの置換基を含む、少なくとも１つの環式ホスファゼン化合物
［化合物（Ｐ）］と、
（Ｃ）少なくとも１つの（ペル）フルオロポリオキシアルキレン鎖（鎖Ｒ’Ｆ）と、少な
くとも１つの単環式芳香環を含む少なくとも１つの官能基とを含み、前記芳香環が、Ｎ、
ＯおよびＳから選択される１つまたはそれ以上のヘテロ原子を含むかまたは含まず、水素
原子とは異なる１つまたはそれ以上の置換基を含むかまたは含まない、化合物（Ｐ）とは
異なる少なくとも１つの官能性（ペル）フルオロポリエーテル誘導体（官能性ＰＦＰＥ誘
導体）と
を含み、
　前記官能性ＰＦＰＥ誘導体が、次式（Ｖ）
Ｔ－（ＣＦＷ１）ｐ１－Ｏ－ＲＦ－（ＣＦＷ２）ｐ１’－Ｔ’（Ｖ）
（式中、
－ ＲＦは、（ペル）フルオロポリオキシアルキレン鎖（鎖Ｒ’Ｆ）であり、
－ ＴおよびＴ’は、互いに等しいか、または異なって、
ｉ）少なくとも１つの単環式芳香環を含む少なくとも１つのエーテル、チオエーテル、エ
ステルまたはアミン基を含む官能性末端基であって、前記芳香環が、Ｎ、ＯおよびＳから
選択される１つまたはそれ以上のヘテロ原子を含むかまたは含まず、水素原子とは異なる
１つまたはそれ以上の置換基を含むかまたは含まない、官能性末端基、
ｉｉ）フッ素原子、塩素原子を含み、および、１つまたはそれ以上の塩素原子を含むかま
たは含まないＣ１～Ｃ３（ペル）フルオロアルキル基から選択される非官能性末端基
から選択されるが、ただし、ＴおよびＴ’の少なくとも１つは、上記で定義された官能性
末端基であり、
－ Ｗ１およびＷ２は、互いに等しいか、または異なって、独立して、フッ素原子または
－ＣＦ３基を表し、
－ ｐ１およびｐ１’は、互いに等しいか、または異なって、独立して、１～３に含まれ
る整数である）
に対応する、真空ポンプ用潤滑剤組成物。
【誤訳訂正２】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６２】
実施例１
　非官能性ＰＦＰＥ油（３）を、非官能性ＰＦＰＥ油（３）の０．５重量％の化合物（Ｐ
１）および非官能性ＰＦＰＥ油（３）の５重量％の官能性ＰＦＰＥ誘導体（１）と混合す
ることによって、潤滑剤組成物を調製した。前記潤滑剤組成物の熱酸化安定性試験の結果
を下記表１に示す。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６３】
比較例１Ｃ
　非官能性ＰＦＰＥ油（３）を非官能性ＰＦＰＥ油（３）の０．５重量％の化合物（Ｐ１
）と混合することによって、組成物を調製した。前記組成物の熱酸化安定性試験の結果を
下記表１に示す。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６４】
比較例２Ｃ
　非官能性ＰＦＰＥ油（３）を非官能性ＰＦＰＥ油（３）の５重量％の官能性ＰＦＰＥ誘
導体（１）と混合することによって、組成物を調製した。前記組成物の熱酸化安定性試験
の結果を下記表１に示す。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６７】
実施例２
　非官能性ＰＦＰＥ油（１）を、非官能性ＰＦＰＥ油（３）の３重量％の化合物（Ｐ１）
および非官能性ＰＦＰＥ油（３）の３重量％の官能性ＰＦＰＥ誘導体（１）と混合するこ
とによって、潤滑剤組成物を調製した。前記潤滑剤組成物のトライボロジー試験および１
５０℃における蒸発速度定数[（蒸発した潤滑剤ｍｍ３／曝露表面積ｍｍ２）・時間]（[
＊]）の結果を下記表２に示す。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６８】
実施例３
　非官能性ＰＦＰＥ油（２）を、非官能性ＰＦＰＥ油（３）の３重量％の化合物（Ｐ１）
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および非官能性ＰＦＰＥ油（３）の３重量％の官能性ＰＦＰＥ誘導体（１）と混合するこ
とによって、潤滑剤組成物を調製した。前記潤滑剤組成物のトライボロジー試験および１
５０℃における蒸発速度定数[（蒸発した潤滑剤ｍｍ３／曝露表面積ｍｍ２）・時間]（[
＊]）の結果を下記表２に示す。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６９】
実施例４
　非官能性ＰＦＰＥ油（４）を、非官能性ＰＦＰＥ油（３）の３重量％の化合物（Ｐ１）
および非官能性ＰＦＰＥ油（３）の３重量％の官能性ＰＦＰＥ誘導体（１）と混合するこ
とによって、潤滑剤組成物を調製した。前記潤滑剤組成物のトライボロジー試験および１
５０℃における蒸発速度定数[（蒸発した潤滑剤ｍｍ３／曝露表面積ｍｍ２）・時間]（[
＊]）の結果を下記表２に示す。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７０】
比較例３Ｃ
　非官能性ＰＦＰＥ油（２）を非官能性ＰＦＰＥ油（３）の３重量％の化合物（Ｐ１）と
混合することによって、組成物を調製した。前記組成物のトライボロジー試験および１５
０℃における蒸発速度定数[（蒸発した潤滑剤ｍｍ３／曝露表面積ｍｍ２）・時間]（[＊]
）の結果を下記表２に示す。例３Ｃの組成物で実施した熱酸化安定性試験では、本発明の
実施例４の潤滑剤組成物に対して、分解までの誘導時間の実質的な減少を示した。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７１】
比較例４Ｃ
　非官能性ＰＦＰＥ油（２）を非官能性ＰＦＰＥ油（３）の３重量％の官能性ＰＦＰＥ誘
導体（１）と混合することによって、組成物を調製した。前記組成物のトライボロジー試
験および１５０℃における蒸発速度定数[（蒸発した潤滑剤ｍｍ３／曝露表面積ｍｍ２）
・時間]（[＊]）の結果を下記表２に示す。例４Ｃの組成物で実施した熱酸化安定性試験
では、本発明の実施例４の潤滑剤組成物に対して、分解までの誘導時間の実質的な減少を
示した。
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